
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

担

当

課

（

室

）

目

次

【

告

示

】

○

指

定

居

宅

介

護

支

援

の

事

業

の

廃

止

長

寿

社

会

課

○

指

定

居

宅

サ

ー

ビ

ス

等

の

事

業

の

廃

止

〃

○

保

安

林

の

解

除

予

定

治

山

課

○

〃

〃

【

公

告

】

○

随

意

契

約

の

相

手

方

の

決

定

税

務

課

○

特

定

非

営

利

活

動

法

人

の

定

款

変

更

の

認

証

の

県

民

生

活

交

通

課

申

請

○

土

地

改

良

区

役

員

の

退

任

及

び

就

任

届

耕

地

課

○

土

地

改

良

事

業

換

地

計

画

の

縦

覧

（

市

町

村

）

〃

○

農

用

地

利

用

配

分

計

画

の

認

可

の

申

請

農

村

振

興

課

○

開

発

許

可

を

受

け

た

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

建

築

指

導

課

の

完

了

【

公

安

委

員

会

】

○

猟

銃

の

操

作

及

び

射

撃

の

技

能

に

関

す

る

講

習

生

活

安

全

企

画

課

の

実

施

○

〃

〃

【

内

水

面

漁

業

管

理

委

員

会

】

○

第

二

百

十

八

回

岡

山

県

内

水

面

漁

場

管

理

委

員

内

水

面

漁

業

管

理

委

会

の

開

催

員

会

岡

山

県

公

報

平成２６年１２月９日 第１１６４３号



◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
九
十
九
号

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
八
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
指
定
居
宅
介
護
支
援
の
事
業
を
廃
止
す
る
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
六
年
十
二
月
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

な
ご
み
居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

２

所
在
地

岡
山
県
総
社
市
駅
前
二

一
五

一
八

シ
テ
ィ
ー
ビ
ル
二
〇
三
号
室

－
－

二

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

１

名
称

株
式
会
社
Ｙ
・
Ｋ
・
Ｔ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

２

所
在
地

岡
山
県
総
社
市
富
原
一
一
二
二
番
地

三

廃
止
年
月
日

平
成
二
十
六
年
十
一
月
三
十
日

四

介
護
保
険
事
業
所
番
号

三
三
七
〇
八
〇
一
〇
八
〇

五

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

居
宅
介
護
支
援

平成２６年１２月９日　岡山県公報　第１１６４３号



◎
岡
山
県
告
示
第
六
百
号

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
七
十
五
条
第
二
項
及
び
第
百
十
五
条
の
五
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
及
び
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業

を
廃
止
す
る
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
六
年
十
二
月
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人
手
毬
の
里

２

所
在
地

岡
山
県
玉
野
市
迫
間
四
三
〇

二

－

二

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

１

名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人
手
毬
の
里

２

所
在
地

岡
山
県
玉
野
市
迫
間
四
三
〇

二

－

三

廃
止
年
月
日

平
成
二
十
六
年
十
二
月
三
十
一
日

四

介
護
保
険
事
業
所
番
号

三
三
七
〇
四
〇
〇
六
六
九

五

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

訪
問
介
護

介
護
予
防
訪
問
介
護

平成２６年１２月９日　岡山県公報　第１１６４３号



◎
岡
山
県
告
示
第
六
百
一
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
を
解
除
す
る
予
定
で
あ
る
。

平
成
二
十
六
年
十
二
月
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

解
除
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所

岡
山
市
北
区
建
部
町
三
明
寺
字
堀
畑
二
七
四
、
字
横
畑
二
七
九
、
字
河
原
畑
二
八
二
の
一
、
字
新

井
三
一
〇
の
一

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
害
の
防
備

三

解
除
の
理
由

指
定
理
由
の
消
滅

平成２６年１２月９日　岡山県公報　第１１６４３号



◎
岡
山
県
告
示
第
六
百
二
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
を
解
除
す
る
予
定
で
あ
る
。

平
成
二
十
六
年
十
二
月
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

解
除
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所

笠
岡
市
笠
岡
字
宮
地
南
平
九
七
三
の
二
二
か
ら
九
七
三
の
二
四
ま
で

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

解
除
の
理
由

急
傾
斜
地
崩
壊
防
止
施
設
用
地
と
す
る
た
め

平成２６年１２月９日　岡山県公報　第１１６４３号



〔
五
一
二
〕
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七

年
政
令
第
三
百
七
十
二
号
。
以
下
「
政
令
」
と
い
う

）
に
基
づ
き
、
特
定
調
達
契
約
に
つ
き
、
次
の

。

と
お
り
契
約
の
相
手
方
等
を
決
定
し
た
。

平
成
二
十
六
年
十
二
月
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

特
定
役
務
の
名
称

社
会
保
障
・
税
に
関
わ
る
番
号
制
度
に
係
る
税
ト
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
改
修
業
務
（
詳
細
設
計
）

二

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
等
の
名
称
及
び
所
在
地

総
務
部
税
務
課

岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
四
番
六
号

三

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
日

平
成
二
十
六
年
十
一
月
二
十
八
日

四

契
約
の
相
手
方
の
氏
名
及
び
住
所

株
式
会
社
日
立
製
作
所

岡
山
市
北
区
下
石
井
一
丁
目
一
番
三
号

五

契
約
金
額

、

、

（

、

、

）

五
七

二
四
〇

〇
〇
〇
円

う
ち
消
費
税
額
及
び
地
方
消
費
税
の
額
四

二
四
〇

〇
〇
〇
円

六

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続
（
契
約
方
法
）

随
意
契
約

七

随
意
契
約
の
理
由

政
令
第
十
条
第
一
項
第
二
号
に
該
当
す
る
た
め

平成２６年１２月９日　岡山県公報　第１１６４３号



〔
五
一
三
〕
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ

り
、
次
の
と
お
り
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
定
款
変
更
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
六
年
十
二
月
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

平
成
二
十
六
年
十
二
月
一
日

二

申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人
わ
か
た
け

三

代
表
者
の
氏
名

尾
﨑

善
規

四

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

赤
磐
市
町
苅
田
二
一
七

五

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
心
身
障
害
者
保
健
福
祉
の
普
及
啓
発
に
よ
る
理
解
の
促
進
、
心
身
障
害
者
に
対
し

て
創
作
活
動
、
生
産
活
動
、
生
活
訓
練
な
ど
に
よ
り
社
会
復
帰
の
推
進
を
図
り
、
心
身
障
害
者
の
保

健
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

六

変
更
す
る
事
項

特
定
非
営
利
活
動
に
係
る
事
業
の
種
類

平成２６年１２月９日　岡山県公報　第１１６４３号



〔
五
一
四
〕
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ

り
、
土
地
改
良
区
役
員
の
退
任
及
び
就
任
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
六
年
十
二
月
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

土
地
改
良
区
の
名
称

上
原
井
領
土
地
改
良
区

二

退
任
及
び
就
任
役
員

退
任
役
員

就
任
役
員

理
事
監

住

所

氏

名

氏

名

事
の
別

大
冨

貞
雄

大
冨

貞
雄

倉
敷
市
真
備
町
岡
田
四
四
一

理

事

藤
田

輝
正

藤
田

輝
正

〃

〃

辻
田
三
一
一

二

〃

－

井
元

敏
憲

井
元

敏
憲

〃

〃

〃

四
八
〇

〃

小
野

魏
市

〃

〃

川
辺
四
九
二

〃

有
本

嗣
郎

〃

〃

〃

九
六
〇

三

〃

－

加
藤

晃
敏

加
藤

晃
敏

〃

〃

〃

一
四
三
一

〃

井
川

善
夫

井
川

善
夫

〃

〃

下
二
万
三
九
二

〃

浅
野

卓
也

浅
野

卓
也

〃

〃

有
井
一
四
一
三

〃

小
田

博
士

小
田

博
士

〃

〃

〃

一
五
七
五

二

〃
－

川
原

邦
彦

〃

〃

箭
田
一
四
〇

一

〃
－

妹
尾

幸
敏

〃

〃

〃

一
五
〇

〃

守
屋

紀
男

〃

〃

下
二
万
二
〇
一
三

〃

守
屋

晶
次

〃

〃

〃

二
〇
一
〇

〃

浅
沼

昭
和

浅
沼

昭
和

総
社
市
下
原
八
四
一

〃

岩
城

栄
蔵

〃

富
原
九
八
〇

〃

小
原

京
橘

〃

〃

一
〇
一
三

〃

難
波
隆
四
郎

難
波
隆
四
郎

〃

上
原
二
八
二

四

〃

－

藤
田

二
郎

倉
敷
市
真
備
町
辻
田
三
一
七

一

監

事

－

難
波

久
志

総
社
市
上
原
三
七
八

二

〃

－

加
藤

哲
馬

倉
敷
市
真
備
町
川
辺
一
三
八
〇

〃

守
屋

紀
男

〃

〃

下
二
万
二
〇
一
三

〃

平成２６年１２月９日　岡山県公報　第１１６４３号



〔
五
一
五
〕
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
九
十
六
条
の
四
第
一
項
に
お
い

て
準
用
す
る
同
法
第
五
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
申
請
の
あ
っ
た
土
地
改
良
事
業
換
地
計
画
に
つ

い
て
、
そ
の
申
請
を
適
当
と
決
定
し
た
の
で
、
関
係
書
類
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

こ
の
公
告
に
係
る
決
定
に
対
し
て
異
議
が
あ
る
者
は
、
縦
覧
の
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し

て
十
五
日
以
内
に
岡
山
県
美
作
県
民
局
長
に
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
。

平
成
二
十
六
年
十
二
月
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

申
請
者

津
山
市
長

二

地
区
名

西
吉
田
地
区

三

縦
覧
に
供
す
る
書
類

換
地
計
画
書

四

縦
覧
の
期
間

平
成
二
十
六
年
十
二
月
九
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
一
月
八
日
ま
で

五

縦
覧
の
場
所

岡
山
県
美
作
県
民
局
農
林
水
産
事
業
部
農
地
農
村
計
画
課

平成２６年１２月９日　岡山県公報　第１１６４３号



〔
五
一
六
〕
農
地
中
間
管
理
機
構
か
ら
農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年

法
律
第
百
一
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
農
用
地
利
用
配
分
計
画
の
認
可
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条

次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
農
用
地
利
用
配
分
計
画
を

こ
の
公
告
に
係
る
利
害
関
係
人
は
、
縦
覧
の
期
間
満
了
の
日
ま
で
に
、
当
該
農
用
地
利
用
配
分
計
画

に
つ
い
て
、
知
事
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

平
成
二
十
六
年
十
二
月
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

農
用
地
利
用
配
分
計
画
の
概
要

賃
借
権
の
設
定
等
を
受
け
る
者

賃
借
権
の
設
定
等
を
受
け
る
土
地

氏
名
又
は
名
称

住

所

農
事
組
合
法
人

苫
田
郡
鏡
野
町
原
五
三
〇

苫
田
郡
鏡
野
町
原
字
土
器
ケ
坪
二
三
九

一
他

－
－

原
営
農
組
合

一

一
筆

－

渡
辺

廣
年

倉
敷
市
連
島
町
西
之
浦
五
二

倉
敷
市
連
島
町
西
之
浦
字
七
ノ
町
五
一
四
七

八
四

一
他
二
筆

農
事
組
合
法
人

倉
敷
市
真
備
町
服
部
一
六

倉
敷
市
真
備
町
服
部
字
関
屋
下
一
一
七
二

一

－

服
部
営
農
組
合

他
一
六
五
筆

農
事
組
合
法
人

新
見
市
上
熊
谷
七
三
四

新
見
市
上
熊
谷
字
喜
惣
ケ
市
六
〇
一

一
他
九

－

潮
営
農
組
合

四
筆

二

縦
覧
の
期
間

平
成
二
十
六
年
十
二
月
九
日
か
ら
同
月
二
十
四
日
ま
で

三

縦
覧
の
場
所

岡
山
県
農
林
水
産
部
農
村
振
興
課
及
び
各
県
民
局
農
林
水
産
事
業
部
農
業
振
興
課

四

申
請
年
月
日

平
成
二
十
六
年
十
二
月
一
日
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〔
五
一
七
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

平
成
二
十
六
年
十
二
月
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
三
輪
字
上
阿
高
一
六
三

一

－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

総
社
市
三
輪
一
三
五
一

二

－

渡
邉

誠

三

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
八
四
号
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◎
岡
山
県
公
安
委
員
会
告
示
第
百
八
十
九
号

（

）

、

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法

昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
号

第
五
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

次
の
と
お
り
猟
銃
の
操
作
及
び
射
撃
の
技
能
に
関
す
る
講
習
を
実
施
す
る
。

平
成
二
十
六
年
十
二
月
九
日

岡

山

県

公

安

委

員

会

一

使
用
銃
種

散
弾
銃

二

講
習
の
日
時
及
び
場
所

１

ト
ラ
ッ
プ
射
撃
（
ト
ラ
ッ
プ
か
ら
射
撃
線
ま
で
の
距
離
が
十
五
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
も
の
を
い

う

）
。

日

時

場

所

平
成
二
十
七
年
一
月
八
日
（
木
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
七
年
一
月
十
二
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
○

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
七
年
一
月
十
四
日
（
水
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
七
年
一
月
十
九
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
○

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
七
年
一
月
二
十
六
日
（
月
）

午
前
十
時

平
成
二
十
七
年
一
月
二
十
九
日
（
木
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
七
年
二
月
二
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
○

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
七
年
二
月
四
日
（
水
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
七
年
二
月
九
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
○

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場
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平
成
二
十
七
年
二
月
十
二
日
（
木
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
七
年
二
月
十
六
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
○

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
七
年
二
月
十
九
日
（
木
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
七
年
二
月
二
十
三
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
○

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
七
年
二
月
二
十
五
日
（
水
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
七
年
三
月
二
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
○

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
七
年
三
月
三
日
（
火
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
七
年
三
月
六
日
（
金
）

午
後
一
時

平
成
二
十
七
年
三
月
九
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
○

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
七
年
三
月
十
日
（
火
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
七
年
三
月
十
二
日
（
木
）

午
後
一
時

平
成
二
十
七
年
三
月
十
六
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
○

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
七
年
三
月
十
八
日
（
水
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
七
年
三
月
二
十
三
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
○

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
七
年
三
月
二
十
六
日
（
木
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場
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平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
○

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

２

フ
ィ
ー
ル
ド
ト
ラ
ッ
プ
射
撃
（
ト
ラ
ッ
プ
か
ら
射
撃
線
ま
で
の
距
離
が
五
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
も

の
を
い
う

）
。

日

時

場

所

真
庭
市
仲
間
一
八
一
六

平
成
二
十
七
年
一
月
十
二
日
（
月
）

湯
原
国
際
射
撃
場

午
前
九
時

平
成
二
十
七
年
一
月
十
四
日
（
水
）

午
前
九
時

平
成
二
十
七
年
一
月
十
五
日
（
木
）

備
前
市
大
内
一
〇
〇
四

二

－

午
後
一
時

備
前
射
撃
場

真
庭
市
仲
間
一
八
一
六

平
成
二
十
七
年
一
月
十
六
日
（
金
）

湯
原
国
際
射
撃
場

午
前
九
時

平
成
二
十
七
年
一
月
十
九
日
（
月
）

午
前
九
時

平
成
二
十
七
年
一
月
二
十
一
日
（
水
）

午
前
九
時

平
成
二
十
七
年
一
月
二
十
三
日
（
金
）

午
前
九
時

平
成
二
十
七
年
一
月
二
十
六
日
（
月
）

午
前
九
時

平
成
二
十
七
年
一
月
二
十
八
日
（
水
）

午
前
九
時

平
成
二
十
七
年
一
月
三
十
日
（
金
）

午
前
九
時

平
成
二
十
七
年
二
月
二
日
（
月
）

午
前
九
時

平
成
二
十
七
年
二
月
四
日
（
水
）

午
前
九
時
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平
成
二
十
七
年
二
月
六
日
（
金
）

午
前
九
時

平
成
二
十
七
年
二
月
九
日
（
月
）

午
前
九
時

平
成
二
十
七
年
二
月
十
三
日
（
金
）

午
前
九
時

平
成
二
十
七
年
二
月
十
六
日
（
月
）

午
前
九
時

平
成
二
十
七
年
二
月
十
八
日
（
水
）

午
前
九
時

平
成
二
十
七
年
二
月
十
九
日
（
木
）

備
前
市
大
内
一
〇
〇
四

二

－

午
後
一
時

備
前
射
撃
場

真
庭
市
仲
間
一
八
一
六

平
成
二
十
七
年
二
月
二
十
日
（
金
）

湯
原
国
際
射
撃
場

午
前
九
時

平
成
二
十
七
年
二
月
二
十
三
日
（
月
）

午
前
九
時

平
成
二
十
七
年
二
月
二
十
五
日
（
水
）

午
前
九
時

平
成
二
十
七
年
二
月
二
十
七
日
（
金
）

午
前
九
時

平
成
二
十
七
年
三
月
二
日
（
月
）

午
前
九
時

平
成
二
十
七
年
三
月
四
日
（
水
）

午
前
九
時

平
成
二
十
七
年
三
月
六
日
（
金
）

午
前
九
時

平
成
二
十
七
年
三
月
九
日
（
月
）

午
前
九
時

平
成
二
十
七
年
三
月
十
一
日
（
水
）

午
前
九
時
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平
成
二
十
七
年
三
月
十
三
日
（
金
）

午
前
九
時

平
成
二
十
七
年
三
月
十
六
日
（
月
）

午
前
九
時

平
成
二
十
七
年
三
月
十
八
日
（
水
）

午
前
九
時

平
成
二
十
七
年
三
月
十
九
日
（
木
）

備
前
市
大
内
一
〇
〇
四

二

－

午
後
一
時

備
前
射
撃
場

真
庭
市
仲
間
一
八
一
六

平
成
二
十
七
年
三
月
二
十
日
（
金
）

湯
原
国
際
射
撃
場

午
前
九
時

平
成
二
十
七
年
三
月
二
十
三
日
（
月
）

午
前
九
時

平
成
二
十
七
年
三
月
二
十
五
日
（
水
）

午
前
九
時

平
成
二
十
七
年
三
月
二
十
七
日
（
金
）

午
前
九
時

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
日
（
月
）

午
前
九
時

３

ス
キ
ー
ト
射
撃
（
ク
レ
ー
が
セ
ン
タ
ー
ポ
ー
ル
の
上
方
を
通
過
す
る
よ
う
に
発
射
さ
れ
る
も
の

を
い
う

）
。

日

時

場

所

平
成
二
十
七
年
一
月
八
日
（
木
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
七
年
一
月
十
四
日
（
水
）

午
後
一
時

平
成
二
十
七
年
一
月
十
六
日
（
金
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
○

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
七
年
一
月
二
十
三
日
（
金
）
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午
前
十
時

平
成
二
十
七
年
一
月
二
十
九
日
（
木
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
七
年
一
月
三
十
日
（
金
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
○

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
七
年
二
月
四
日
（
水
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
七
年
二
月
六
日
（
金
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
○

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
七
年
二
月
十
二
日
（
木
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
七
年
二
月
十
三
日
（
金
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
○

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
七
年
二
月
十
九
日
（
木
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
七
年
二
月
二
十
日
（
金
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
○

一
－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
七
年
二
月
二
十
五
日
（
水
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
七
年
二
月
二
十
七
日
（
金
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
○

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
七
年
三
月
三
日
（
火
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
七
年
三
月
六
日
（
金
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
○

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
七
年
三
月
六
日
（
金
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
七
年
三
月
十
日
（
火
）

午
後
一
時

平
成
二
十
七
年
三
月
十
二
日
（
木
）
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午
後
一
時

平
成
二
十
七
年
三
月
十
三
日
（
金
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
○

一

－
午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
七
年
三
月
十
八
日
（
水
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
七
年
三
月
二
十
日
（
金
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
○

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
七
年
三
月
二
十
六
日
（
木
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
七
年
三
月
二
十
七
日
（
金
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
○

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

三

受
講
手
続

１

提
出
書
類

所
定
の
様
式
に
よ
る
受
講
申
込
書

二
通

(1)

写
真

二
枚
（
提
出
前
六
箇
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
、
正
面
、
上
三
分
身
、
無
背
景
の
ラ

(2)
イ
カ
判
の
も
の
で
、
裏
面
に
氏
名
及
び
撮
影
年
月
日
を
記
載
し
た
も
の
）

２

提
出
先

住
所
地
を
管
轄
す
る
警
察
署

３

提
出
期
限

受
講
し
よ
う
と
す
る
講
習
の
実
施
日
の
七
日
前

そ
の
日
が
岡
山
県
の
休
日
を
定
め
る
条
例

平

（

（

成
元
年
岡
山
県
条
例
第
二
号
）
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
県
の
休
日
で
あ
る
場
合
は
、
当
該
休

日
の
直
後
に
お
け
る
県
の
休
日
で
な
い
日
）

四

受
講
手
数
料

一
万
二
千
三
百
円

（
注
）

受
講
申
込
み
の
際
、
岡
山
県
収
入
証
紙
に
よ
り
納
付
す
る
こ
と
。

な
お
、
受
講
手
数
料
は
、
納
付
後
は
還
付
し
な
い
。

五

そ
の
他

１

各
講
習
の
受
講
定
員
は
、
お
お
む
ね
五
人
と
す
る
。

２

代
理
受
講
は
、
認
め
な
い
。
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３

講
習
修
了
証
明
書
は
、
受
講
申
込
書
を
提
出
し
た
警
察
署
に
お
い
て
後
日
交
付
す
る
こ
と
と
す

る
。

平成２６年１２月９日　岡山県公報　第１１６４３号



◎
岡
山
県
公
安
委
員
会
告
示
第
百
九
十
号

（

）

、

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法

昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
号

第
五
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

次
の
と
お
り
猟
銃
の
操
作
及
び
射
撃
の
技
能
に
関
す
る
講
習
を
実
施
す
る
。

平
成
二
十
六
年
十
二
月
九
日

岡

山

県

公

安

委

員

会

一

使
用
銃
種

ラ
イ
フ
ル
銃

二

講
習
の
日
時
及
び
場
所

日

時

場

所

平
成
二
十
七
年
一
月
十
三
日
（
火
）

岡
山
市
北
区
御
津
伊
田
二
二
九
一

午
前
九
時

御
津
ラ
イ
フ
ル
射
撃
場

平
成
二
十
七
年
一
月
二
十
日
（
火
）

午
前
九
時

真
庭
市
仲
間
一
八
一
六

平
成
二
十
七
年
一
月
二
十
七
日
（
火
）

湯
原
国
際
射
撃
場

午
前
九
時

平
成
二
十
七
年
二
月
十
日
（
火
）

岡
山
市
北
区
御
津
伊
田
二
二
九
一

午
前
九
時

御
津
ラ
イ
フ
ル
射
撃
場

（
火
）

平
成
二
十
七
年
二
月
十
七
日

午
前
九
時

真
庭
市
仲
間
一
八
一
六

平
成
二
十
七
年
二
月
二
十
四
日
（
火
）

湯
原
国
際
射
撃
場

午
前
九
時

平
成
二
十
七
年
三
月
十
日
（
火
）

岡
山
市
北
区
御
津
伊
田
二
二
九
一

午
前
九
時

御
津
ラ
イ
フ
ル
射
撃
場

平
成
二
十
七
年
三
月
十
七
日
（
火
）

午
前
九
時

真
庭
市
仲
間
一
八
一
六

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
（
火
）

湯
原
国
際
射
撃
場

午
前
九
時

三

受
講
手
続

１

提
出
書
類
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所
定
の
様
式
に
よ
る
受
講
申
込
書

二
通

(1)

写
真

二
枚
（
提
出
前
六
箇
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
、
正
面
、
上
三
分
身
、
無
背
景
の
ラ

(2)
イ
カ
判
の
も
の
で
、
裏
面
に
氏
名
及
び
撮
影
年
月
日
を
記
載
し
た
も
の
）

２

提
出
先

住
所
地
を
管
轄
す
る
警
察
署

３

提
出
期
限

受
講
し
よ
う
と
す
る
講
習
の
実
施
日
の
七
日
前

そ
の
日
が
岡
山
県
の
休
日
を
定
め
る
条
例

平

（

（

成
元
年
岡
山
県
条
例
第
二
号
）
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
県
の
休
日
で
あ
る
場
合
は
、
当
該
休

日
の
直
後
に
お
け
る
県
の
休
日
で
な
い
日
）

四

受
講
手
数
料

一
万
二
千
三
百
円

（
注
）

受
講
申
込
み
の
際
、
岡
山
県
収
入
証
紙
に
よ
り
納
付
す
る
こ
と
。

な
お
、
受
講
手
数
料
は
、
納
付
後
は
還
付
し
な
い
。

五

そ
の
他

１

各
講
習
の
受
講
定
員
は
、
お
お
む
ね
五
人
と
す
る
。

２

代
理
受
講
は
、
認
め
な
い
。

３

講
習
修
了
証
明
書
は
、
受
講
申
込
書
を
提
出
し
た
警
察
署
に
お
い
て
後
日
交
付
す
る
こ
と
と
す

る
。
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◎
岡
山
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
公
示
第
一
号

岡
山
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
事
務
規
程
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
第
二
百
十
八
回
岡
山

県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
を
次
の
と
お
り
開
催
す
る
。

平
成
二
十
六
年
十
二
月
九
日

岡
山
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会

会

長

戸

田

博

一

日
時

平
成
二
十
六
年
十
二
月
十
九
日
（
金
）

午
後
二
時
か
ら

二

場
所

岡
山
市
北
区
丸
の
内
一
丁
目
九
番
六
号

児
島
湾
漁
村
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
八
六
）
二
二
五

三
八
五
四

－

三

議
題

第
一
号
議
案

会
長
職
務
代
理
者
（
副
会
長
）
の
選
任
に
つ
い
て

第
二
号
議
案

平
成
二
十
七
年
度
に
お
け
る
第
五
種
共
同
漁
業
権
魚
種
の
増
殖
指
示
量
に
つ
い
て

第
三
号
議
案

ア
ユ
の
ル
ア
ー
釣
り
に
つ
い
て
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